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研究成果概要 

 

 岐阜県神岡鉱山にある低温レーザー干渉計 CLIO の振り子状に懸架された鏡（主鏡）の

共振周波数の振動抑制装置として考案された Local Suspension Point Interferometer (LSPI) 

が Perpendicular-arm End鏡が格納されている真空タンクにインストールされている。昨年

度までに LSPI のインストールを行い、振り子の並進方向の共振周波数 (0.48Hz) におけ

る振動の抑制に成功した。 

 今までは振動抑制用と高周波制御用の 2 つのアクチュエーターを用いてフィードバッ

ク制御を行っていた。変位センサーである偏光タンデム干渉計の一部の光学素子が取り

付けられたマス (Reference mass) が懸架されているために、その振動を主鏡の懸架系に

コピーしてしまうことと、主鏡の懸架系が様々な共振周波数を持っているために、その 2

つのアクチュエーターでは制御が安定に保てなくなることが判明した。 

 そこで、Reference mass の振動抑制を行うためのアクチュエーターを追加して、各アク

チュエーターの役割をより単純化するような制御フィルターに改善する事を行った。そ

の結果、並進 (0.48Hz, 1.2Hz) およびヨー方向 (0.76Hz, 1.8Hz) の全ての共振周波数にお

ける振動の抑制に成功した。また半日以上の長時間動作を行うことにも成功し、常温に

おいて動作可能な振動抑制装置であることを示した。 
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